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令和４年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名 保育所地域活動事業 担当部 こども未来部

事業期間 平成７年度 ～ 令和６年度以降 担当課 幼児教育・保育課

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 分野別計画編

基本
施策

16
展開
方向

1 担当係 幼児教育・保育係

目 4 大 4 中 1予算区分 一般会計 款 3 項 3

対象
（何･誰を対象

に）
地域、公立保育園

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

●令和３年度の実施内容
感染症の流行のため、園行事への地域住民の参加については、見送っ
た。（園児のみ参加する形で人形劇や音楽鑑賞など行事そのものは開催）
また、往復はがきなどを活用して、卒園児の小学１年生との交流を行なっ
た。

開催回数：随時（各園１回程度/年）

●直接経費（令和３年度）
報償費　　　　　880千円
需用費　　　　　506千円
役務費　　　　　　 5千円
備品購入費　1,106千円

●直接経費（令和４年度）
報償費　　　　　841千円
需用費　　　　1,127千円
役務費　　　　　　23千円

受益者負担 無

根拠法令
・個別計画

- 事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、ど
のような成果を
期待するか）

老人福祉施設訪問や行事を通した異世代交流を行うなど、地域住民との
交流を図り、地域に開かれた保育園を目指すことを目的とする。

事
業
費

項目 H30 R1 R2 R3

国・県支出金

R4

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源 2,949 2,962 2,547 2,497

計（A） 2,949 2,962 2,547 2,497

その他

予算額 3,000 3,000 3,000 3,000 1,991

対前年比 ― 0.0 △ 14.0 △ 1.0

-
その他職員（時給×時間）

正規職員（平均賃金） 1,048 1,048 1,048 1,048

正規職員 0.14 0.14 0.14 0.14

その他職員 - - -

事業費合計（C＝A＋B） 3,997 4,010 3,595 3,545

計（B） 1,048 1,048 1,048 1,048

人
件
費
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（３）業績

単位

1

2

3

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

展開方向における指標の推移 基本施策 16 展開方向 1

指標名 方向性 基準値 R1 R2 R3 R4

-

指
標

指標ほか H30 R1 R2 R3

52 57 56

R4

成
果
指
標

開催回数 回
50 50 50 50 50

49

活
動
指
標

地域住民の参加人数
（園への訪問人数） 人

1,500 1,500 1,500 1,500 1,500

1,495 1,559 0 0

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 1495 1,559 0 0

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 2,673 2,572 - -

17 0 20
感染症の流行の状況を鑑み、行事の実施方法について精査を行い、不特定多
数の地域住民の参加について見直すことにより、R4年度　地域活動事業　食糧
費317千円のうち、２分の１（158千円）の削減を見込む。

事
業
の
評
価

事業の方向性 維　持 事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、コロナ以前のような地域住民を招いた
交流が難しく、人数の制限や実施方法の変更(園内関係者のみで実施する)な
ど、状況にあわせた変更を行い行事を開催した。
今後、感染症流行に左右されることなく、地域の方と交流するための実施方法の
検討が今後の課題である。

今後の実
施内容

保育所保育指針や幼稚園教育要領等にも地域活動の重要性が示されているこ
とから、引き続き、各園の定例的な取組として現状の規模は維持しつつ継続して
いく。

事務事業評
価による額

158
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